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                        令和４年１０月３１日 

福知山市議会議長 髙橋 正樹 様 

 

決算審査委員会委員長 芦田 眞弘 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則

第８０条の規定により報告します。 

 

記 

                     

１ 委員会付託議案 

・議第３３号 令和３年度福知山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

・議第３４号 令和３年度福知山市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

・議第３５号 令和３年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計歳入歳出決算の認定

について 

・議第３６号 令和３年度福知山市と畜場費特別会計歳入歳出決算の認定について 

・議第３７号 令和３年度福知山市宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

・議第３８号 令和３年度福知山市休日急患診療所費特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

・議第３９号 令和３年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

・議第４０号 令和３年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

・議第４１号 令和３年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

・議第４２号 令和３年度福知山市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

・議第４３号 令和３年度福知山市下夜久野地区財産区管理会特別会計歳入歳出決算の

認定について 
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・議第４４号 令和３年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

・議第４５号 令和３年度福知山市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

・議第４６号 令和３年度福知山市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

・議第４７号 令和３年度福知山市病院事業会計決算の認定について 

 

２ 審査の概要 

９月２６日、２７日、２８日の３日間で所属別審査を行いました。その後１０月６日に

総括質疑、７日には自由討議、２７日には討論、採決を行いました。所属別質疑及び総括質

疑では、延べ４７人の委員から大きく１７５項目にわたり質疑がありました。自由討議で

は、１つのテーマについて７人の委員により活発な討議がありました。 

初めに、所属別質疑では、議第３３号のふくちやまサポーター拡大事業のふるさと納税

について、「過去最高の３億１，７０５万６，５０４円の寄付額となったが、業務委託に要

する費用や他自治体への寄付による減収を含めるとどのような決算状況となるのか」を問

う質疑があり、「委託料や人件費に要する経費、他市町村への令和３年中の寄付により影響

を受ける、約１億２９５万円を差し引いても、おおよそ５，４６０万円と実質プラスとな

る」との答弁がありました。 

 次に、市税について、「個人市民税の減収、法人市民税の増収の要因」を問う質疑があり、

「個人市民税については、新型コロナウイルス感染症の影響により、課税標準額区分３０

０万円以上７００万円以下の階層における所得の減少と、３００万円以下の階層の所得の

増加が同時に起こり、景気の低迷から労働時間が減り、残業代などの所定外給与が減少し

たことが要因であると分析をしている。法人市民税については、現年課税分・滞納繰越分

ともに増収となっており、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた減少率の大きい業種

が、本市の法人市民税に占める割合の約３％と小さかったことと、徴収猶予の特例分が納

付されたことにより増収となったものである」との答弁がありました。 

 次に、避難のあり方検討会推進事業について、「執行率が５２．０％と低い要因」を問う

質疑があり、「災害時ケアプランについて、内閣府のモデル事業として認定を受けたため、

これに関する事業費は内閣府にて負担していただき、本市での支出はなかった。また、本

市で設置を計画していた危機管理型水位計について、企業側からモデル実施を行いたいと

の申し出があり、無償で取り付けをしていただいたことから執行率が低くなったものであ
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る」との答弁がありました。 

次に、めざせ！「救命の絆」世界一のまち事業について、「コロナ禍における市民救命士

養成講座の受講者数減少への対策」を問う質疑があり、「令和２年度に比べ、令和３年度の

受講者数は１．６倍となったが、感染対策により人数に制限を設けての実施であった。市

民の応急手当普及員の協力を得ながら、今後も回数を増やしていきたい」との答弁があり

ました。 

 次に、安心・安全まちづくり推進事業（子ども政策室）について、「令和２年度当初予算

２５万円から令和３年度当初予算９１３万３，０００円に拡充したが、執行率が３３．１％

と低くなった要因」を問う質疑があり、「保育園等への防犯カメラ３９台の設置にあたり複

数者から見積をとり、その平均額で予算計上したが、結果的に落札額が大幅に減少したた

めである」との答弁がありました。 

次に、避難行動要支援者名簿提供事業について、「避難行動要支援者３，６０６人のうち

未回答者が１，３３６人となっているが、その対応状況」を問う質疑があり、「同意をされ

なかった方に、改めて確認の手紙を送らせていただいた。その結果、ご理解をいただき同

意された方も数多くあった」との答弁がありました。 

次に、心の居場所づくり推進事業について、「事業実施にあたっての課題と今後の取り組

み」を問う質疑があり、「全国的な傾向ではあるが、不登校の児童・生徒の数が増えてきて

おり、本市においても小学生で約１％、中学生で約６％を超える児童・生徒が不登校にな

っている現状にある。そのような中で、けやき広場に来る子どもたちは、年間２０数名に

止まっており、ここに通えない児童・生徒がたくさんいる。このため、本事業とは別に令和

３年度より不登校対策推進事業の中で、福祉と教育の連携による不登校支援連携チームを

立ち上げ、実態把握と児童・生徒に必要な支援の検討や対応を行っている」との答弁があ

りました。 

次に、農匠の郷やくの施設管理運営事業について、「令和２年度末で指定管理制度が終了

し、大半の施設が休館している。令和３年度に、指定管理制度の時にはなかった委託業務

があるが、その内容」を問う質疑があり、「ほっこり館の温泉施設に関わる業務であり、閉

館はしているが停止したままの状態では稼働しなくなる可能性があるため、ボイラーや温

泉の汲み上げ用のポンプを週に１回は稼働させていたものである」との答弁がありました。 

次に、福知山鉱山坑廃水処理場管理運営事業について、「水質検査の結果と市民への周知

の考え」を問う質疑があり、「検査の結果はすべて基準値内であったため、お知らせはして

いない」との答弁がありました。また、「２４時間３６５日稼働し約２０年が経過している
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が、施設の耐用年数」を問う質疑があり、「３１年となっているが、竣工時の資料によると、

稼働の５年前から事業着手している状況である」との答弁がありました。 

次に、スマートシティ推進事業（有害鳥獣捕獲）について、「本事業はどのような内容で

あったのか。また、市全体での捕獲実績はどのような状況か」を問う質疑があり、「モデル

地区として夜久野町の直見地区に檻と柵、合計で１２基を設置し、シカ２３頭・イノシシ

３頭の捕獲実績であった。三和町の川合地区には６基を設置し、シカ７頭・イノシシ２頭

の捕獲実績であった。市全体の捕獲実績としては、シカ５，００９頭、イノシシ８４２頭を

はじめ、合計で６，１５１頭となっている」との答弁がありました 

次に、ＩＣＯＣＡ普及拡大事業について、「成果実績と日本旅行ＴＩＳへの業務委託料７

７３万７，７１０円の内訳」を問う質疑があり、「２０，０００円以上利用での８，０００

ポイント進呈の交付件数が８６６件、ＪＲ往復運賃の２０％のポイント還元が４，４６０

件、福知山城・美術館にＩＣＯＣＡでの来館による利用が４１人となっている。業務委託

料については、ポイント進呈の８，０００円を含め、１件あたり８，９３５円の単価での契

約となっている」との答弁がありました。 

次に、水洗化促進補助事業について、「合併処理浄化槽維持管理事業補助金は、１基につ

き一律補助として年額３３，０００円となっているが、業者によって金額が異なる実態で

あり、今後についての考え」を問う質疑があり、「現状において料金が異なっていることは

認識している。必要な課題として考えていきたい」との答弁がありました。 

次に、議第３４号の国民健康保険事業について、「特定健診の実績、受診率が下がった理

由」を問う質疑があり、「集団健診を９月から１２月、個別健診を５月から１２月に実施し

ている。対象者１０，５４４人のうち、受診者は３，３７３人となっており、受診率は３

２．０％と前年度と比較して３．１％減少している。減少の要因は、新型コロナウイルス感

染症の影響による受診控えであると考えている」との答弁がありました。 

次に、議第４２号の介護保険事業における成年後見制度利用支援事業について、「令和３

年度予算額３１０万４，０００円は令和２年度予算から約２倍になっているが、執行率は

５１．６％となった要因」を問う質疑があり、「令和２年度の市長申立件数は８件で、令和

元年の１件から大きく増加した。そのため、令和３年度予算は、制度利用に対する報酬助

成額を増額したが、結果として経済的に厳しく報酬助成の該当になる方がおられず、想定

した扶助費を要しなかったものである」との答弁がありました。 

次に、議第４７号の病院事業について、「重要備品購入明細書の中に生体情報モニタ送信

機の記述が複数あるが、金額の差異」を問う質疑があり、「現在、生体情報モニタ送信機は
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院内において約１５０台あり、患者様に装着して日々運用しているもので、故障の都度購

入をしている。１５４万円の分は５台分を令和３年７月に購入、９８万４，５００円の分

は３台分を令和４年３月に購入したものである」との答弁がありました。 

 次に、各会計について、「昨年１２月の期末手当の率の改定に伴う影響額」を問う質疑が

あり、「一般会計、特別会計は併せて４，４９９万２，０００円、病院事業会計は３，２０

７万９，０００円、水道事業会計は１１７万円、下水道事業会計は１５７万円の減額であ

る」との答弁がありました。 

 次に、総括質疑の一般会計歳入関係では、「次年度以降の市税の見通し」を問う質疑があ

り、「令和３年度決算における市税収入は前年度比、約１億４，５３７万円の増収となった。

令和４年度については、市税収入を８月末現在の現年調定ベースで比較すると、個人市民

税・法人市民税・固定資産税などの税目で前年度実績を上回っている状況である。個人市

民税の先行きは、令和３年度において給与所得が総所得金額全体の約８７％を占めており、

企業業績の動向が個人所得に大きく影響をする状況となっている。不安定な世界経済の状

況から企業業績の伸びは不透明な状況にあり、大きな伸びを期待できるものではなく、今

後においては厳しい状況が続くもの、また、法人市民税についても、物価の高騰や不安定

な世界経済の状況などの懸念材料があり、企業業績の急速な回復基調は望めず、今後は厳

しい状況が続くものと考えている。市税収入の将来見通しについては、社会情勢や経済情

勢に大きく左右され、今後の税制改正によっても変動が生じることから市税全体を見通す

ことは困難であるが、新型コロナウイルス感染症の影響を除いても、人口減少、少子高齢

化により、総じて減少することが想定される」との答弁がありました。 

 次に、「新型コロナウイルス感染症にかかる徴収猶予は、歳入決算においてどのような影

響を与えたのか」を問う質疑があり、「令和２年度に創設された新型コロナウイルス感染症

等にかかる徴収猶予の特例は、感染症及びそのまん延防止のための措置の影響により、厳

しい状況に置かれている納税者に対し、１年間納税を猶予するものである。猶予された税

は令和３年度の滞納繰越分として納付されることとなり、令和３年度の滞納繰越額２億４，

１００万円のうち、１億９，５００万円を占めており、滞納繰越分の徴収率は徴収猶予を

受けた税の納付により、前年度対比３４．３７ポイント上昇した」との答弁がありました。 

次に、「ふるさと納税における納税者増加に向けた、関係人口の拡大への取り組み」を問

う質疑があり、「寄付をいただいた方に返礼品の発送時にお礼状と一緒に、『いがいと福知

山』ファンクラブ入会申込書を同封し、会員を募ることで本市を継続的に応援いただける

人を増やす取り組みを行っている。今後も、メルマガ配信やＳＮＳなどで本市の魅力を知
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ってもらい、関係人口の拡大につなげていきたい。また、返礼品の開拓についても、モノ消

費だけでなくコト消費として、旅や観光など誘客に結びつく取り組みを行っている」との

答弁がありました。 

次に、一般会計歳出関係では、「スマートシティの実現に向けた諸事業のトータル的な決

算状況」を問う質疑があり、「教育分野で約１億１，３６０万円、防災やアグリ分野として、

タブレット端末を活用したものなどに約１，４５０万円、スマート農業等機械の導入支援

などに約９５０万円、避難スイッチ情報発信などに約９１０万円、医療福祉分野で約２，

１７０万円、行政事務分野で約８７０万円であり、合計約１億７，７００万円となってい

る」との答弁がありました。 

次に、「新型コロナウイルス感染症関連事業に重点をおいた市政運営がされた中ではある

が、さまざまな住民負担に対して、それ相応のサービスが提供されたか」を問う質疑があ

り、「令和３年度において、たび重なる緊急事態宣言などに伴い、公共施設の休止や利用制

限、イベントの中止や延期などを受けて、事業の中止や縮小により活動を制限せざるを得

ない状況であった。このような中、感染症の影響によるものをはじめ、幅広く市民ニーズ

の把握に努めながら、新型コロナウイルス感染症関連として子育て世帯への臨時特別給付

金事業や、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業といった国の給付事業等のほか、地方

創生臨時交付金等を活用して福知山市緊急事態措置協力金対象外事業者応援事業や、図書

館電子書籍貸し出しサービス事業、自宅療養者等配食サービス事業など、本市独自の施策

も加え、必要な対応を臨機に進め、市民や事業者の生活を守るために適宜適切に施策を実

施してきたものと考える」との答弁がありました。 

次に、「福知山公立大学への委託事業の総数と決算総額」を問う質疑があり、「委託事業

の総数は６件で、総額１，９５９万４，９２０円となっており、大学政策課、まちづくり推

進課、産業観光課、教育委員会での事業である」との答弁がありました。 

次に、「光秀マインド活用効果と観光施策の方向性」を問う質疑があり、「令和３年度に

おける『光秀マインド』の活用効果として、市内外の２，０００人以上の企画参加、ＴＶや

全国紙も含め約２５０件のメディア掲載、シティプロモーション金賞をはじめ、アワード

の多数受賞があげられる。また、サードプレイスツーリズム協議会と連携して、本市でし

か体験することができない明智光秀などをテーマとした観光コンテンツの造成及び情報発

信等を行い、交流人口拡大につながる取り組みを行った。本市では、ＮＥＸＴ産業創造プ

ログラムや創業支援、起業応援に取り組んでおり、『光秀マインド』あふれる挑戦を引き続

き支援していきたいと考える。令和４年度は、食を通じたプロモーションを展開している
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ところであり、現在実施している観光動向調査の結果も踏まえて、今後とも地域資源の磨

き上げを通じて、持続可能な観光地域づくり進めていきたい」との答弁がありました。 

次に、「移住定住サポートセンター、空家サポートセンター、空き家・空き店舗等ストッ

クバンク制度の成果」を問う質疑があり、「移住定住サポートセンターの成果としては、空

き家情報バンク制度において３４件の新規登録がされたほか、過去最多となる３１件の成

約があった。空家サポートセンターの成果としては、近隣住民等より相談を受けた４０件

のうち、所有者に対して管理と指導を行った結果、１５件について適切な管理がなされた。

空き家・空き店舗等ストックバンク制度の成果としては、空き店舗４件、空き家２件の新

規登録がされたほか、 福知山市空き店舗等対策事業補助金を活用し、１件の新規開業があ

った」との答弁がありました。 

次に、「経常収支比率は改善しているが、いわゆる『２０２５年問題』から介護保険事業

特別会計や後期高齢者医療事業特別会計への繰出金の増加が予測されるが、その状況をど

のように見込んでいるか」を問う質疑があり、「令和７年には、いわゆる団塊の世代全員が

７５歳以上になり、超高齢社会の到来により社会保障費の増大が、より顕著になってくる

と見込まれている。本市においても例外ではない。介護保険事業特別会計への繰出金は、

令和３年度決算では１２億８，９６４万円であったが、令和３年度作成の中期財政見通し

での令和７年度の額は、１４億４，５５４万円を見込んでいる。また、後期高齢者医療事業

特別会計への繰出金は、令和３年度決算では１２億６，３００万円であったが、令和３年

度作成の中期財政見通しでの令和７年度の額は、１５億１０２万円を見込んでいる」との

答弁がありました。 

 次に、企業会計関係では、「市民病院について、１２年連続の黒字決算が継続し、累積赤

字が解消できた要因と今後の課題」を問う質疑があり、「患者数はコロナ禍で落ち込んだ令

和２年度を入院・外来とも上回り、質の高い医療を継続して提供したことや、新型コロナ

ウイルス感染症対応に対する国・京都府からの補助金もあり、約４億２万円の黒字決算と

なった。それにより約３８億円の累積赤字を解消できたものである。これは、医師をはじ

めとする医療スタッフの確保、がん治療等の高度医療や救急医療など、医療機能の充実を

積極的に進めてきた成果であると考える。今後は、老朽化や狭隘化した施設の更新や拡充、

災害拠点病院として必要とされる施設等の整備について進めていく必要がある」との答弁

がありました。 

次に、基金について、「令和３年度の基金の運用状況」を問う質疑があり、「基金の運用

については、個別に管理しているものを除いて、基金口として一括管理をしており、その
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令和３年度期首での総額は特別会計を含め、１１３億７，３６７万２，４５６円となって

いる。当該年度における運用益は１，７６８万３，３２４円で、利回りは０．１５５％とな

っている。また、令和３年度末での一括管理分の運用状況は、定期預金が５２．６％、普通

預金が２５．６６％、債券が２１．７４％となっている」との答弁がありました。 

他に、治水対策の進捗と石原土地区画整理事業の検証、同特法失効後の事業、子育て支

援事業の今後の考え、し尿等収集運搬業務のあり方、福知山自治基本条例の目的から見る

決算評価などを問う総括質疑も行われました。 

なお、議第３５号から議第４０号及び議第４３号から議第４４号についての質疑はあり

ませんでした。 

次に、委員から提案された 1テーマに基づき、自由討議を行いました。 

自由討議のテーマは次のとおりでした。 

①「主要な施策の成果説明書」に公会計の財務情報を加える取り組みを 

活発な自由討議となり、その必要性は高いとの意見が数多く出されましたが、政策提言

をすべきとの申し出はありませんでした。 

 

次に討論を行いました。 

反対 

議第３３号と議第４４号の２議案について反対する。議第３３号の一般会計については、

コロナ感染症対策への取り組みは評価するが、（仮称）ポッポランド建設は住民への説明が

不十分であること、同特法失効後も同和事業が継続されていること、職員給与の期末手当

が減額されたこと、また、京都府中・北部地域消防指令センターの大規模災害時の対応や

自治会長の事務委嘱のあり方は問題があるため反対である。また、府北部自治体の中で最

低の水準になっている「ふくふく医療費支給事業」については、充実改善を求める。次に、

議第４４号の後期高齢者医療事業については、受けられる医療が差別される仕組みになっ

ているため反対である。 

 

賛成 

 なし 
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３ 審査結果 

・議第３３号 賛成多数で原案認定 

 ・議第３４号 全員賛成で原案認定 

 ・議第３５号 全員賛成で原案認定 

 ・議第３６号 全員賛成で原案認定 

 ・議第３７号 全員賛成で原案認定 

 ・議第３８号 全員賛成で原案認定 

 ・議第３９号 全員賛成で原案認定 

 ・議第４０号 全員賛成で原案認定 

 ・議第４１号 全員賛成で原案認定 

 ・議第４２号 全員賛成で原案認定 

 ・議第４３号 全員賛成で原案認定 

 ・議第４４号 賛成多数で原案認定 

 ・議第４５号 全員賛成で原案可決及び認定 

 ・議第４６号 全員賛成で原案可決及び認定 

 ・議第４７号 全員賛成で原案認定 

 


